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令和5年度 第4回 TQM 発表大会 （令和6年2月3日） 

大会テーマ『活動を継続するためのヒント』 

QCサークル活動完了発表 No.1-6 
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サークル：選択メニューを選んで、いただきます 
 

テーマ：ベッドサイドのテレビ画面から選択メニューを  
      選べるシステムの普及 
 

発表者：若槻倫子 
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サークル：メガネ拭いても、モニタ拭かず 

テーマ：医用モニタ管理効率の向上 

発表者：石倉諒一 
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サークル：しばったら、ぴえん。 

テーマ：4階東病棟身体拘束中に合併症を発生させない 

発表者：高橋はるか 

サークル：知ってますよ、あなたのこと。 

テーマ：内視鏡を受ける患者の情報収集効率 

発表者：嘉本朝子 

サークル：システムダウンは突然に 

テーマ：システムダウン時の科内の体制を強化する 

発表者：昌子実加 

サークル：あら～、こりゃあわかりやすくなったがねぇ 
 

テーマ：「入院のご案内」を見直し入院時の書類を  
      簡素化しよう 
 

発表者：卜藏明子 



システムダウンは突然に 

QCサークル効果の追跡報告 No.1 
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島根県立中央病院院長賞 

サークル：アンサングシンデレラ2021-2022 

テーマ：持参薬のインシデントを減らそう 

発表者：布野優子 

効果の追跡報告 

特別講演 公益財団法人小倉医療協会 三萩野病院 原田政実 氏 

「三萩野病院のQCサークル活動はなぜ33年間も継続できているのか」といったタイトルで、今回の大会
テーマである『活動を継続するためのヒント』に即した内容の講演をしていただきました。 
・ QCサークル活動が、病院経営の品質管理を支えていることを職員に理解してもらう 
・ 活動を継続する雰囲気・風土づくりがとても大切である 
・ 会合の開き方を工夫する（朝夕会合、5分会合、昼食時会合など短い時間でも参加しやすいように） 
・ 人材育成の貴重な場でもある 
等の多数のアドバイスを頂きました。  

アンサングシンデレラ 
        2021-2022  


